
平
成
三
年
二
月
一
日

日
本
医
学
会

昭
和
六
一
年
一
月
一
日
施
行
の
日
本
医
学
会
内
規
に
よ
る
日
本
医
学
会
へ

の
加
盟
申
請
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
公
示
す
る
。

記

一
加
盟
申
請
書
受
付
期
間

自
平
成
三
年
二
月
一
日

至
平
成
三
年
五
月
三
十
一
日

二
加
盟
申
請
書
に
は
、
概
ね
、
下
記
の
事
項
を
記
載
又
は
添
付
す
る
。

の
目
的
・
沿
革
（
存
在
の
必
要
性
、
歴
史
的
経
緯
な
ど
）

②
会
員
数
及
び
構
成
（
医
師
、
非
医
師
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
数
）

③
諸
外
国
の
学
会
と
の
関
係
（
関
連
す
る
国
際
学
会
名
）

⑳
国
内
の
学
会
と
の
関
係
（
関
連
分
野
の
学
会
名
）

⑤
機
関
誌
発
行
の
有
無
（
月
刊
、
隔
月
刊
、
季
刊
な
ど
、
最
近
五
年
の

年
間
総
頁
数
の
平
均
）

㈲
定
款
又
は
会
則

の
坐
幕
必
父
記

閨日
本
医
学
会
へ
の
加
盟
申
請
に
つ
い
て
の
公
示

事
奉
愈
圭
介
坐
轟
螢
為
“
薯
淑
琴
煎
塞
ｗ
蛍

例
役
員
名
簿

⑧
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

三
加
盟
申
請
審
査
・
決
定
時
期
（
予
定
）

平
成
三
年
六
月
開
催
の
日
本
医
学
会
臨
時
評
議
員
会
に
お
い
て
審
査
・

決
定
す
る
。

四
申
請
書
類

申
請
書
は
、
日
本
医
学
会
事
務
局
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
返
信
用

封
筒
を
添
え
て
左
記
ま
で
請
求
の
こ
と
。

〒
咽
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
’
二
八
’
一
六

日
本
医
師
会
館
内
日
本
医
学
会

電
話
○
三
（
三
九
四
六
）
二
二
二
内
線
一
三
一
四
一
’
二

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
だ
よ
り

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
春
季
大
会

ｌ
岐
阜
大
会
１

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
春
季
大
会
は
、
岐
阜

県
の
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
で
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
す
。
多
数
ご

出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

共
催
医
学
切
手
友
の
会
関
西
支
部

と
き
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）
七
月
二
十
日
（
土
）
午
後
三
時
’

七
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
三
時
半

と
こ
ろ
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館

岐
阜
県
羽
島
郡
川
島
町
エ
ー
ザ
イ
㈱
川
島
工
園
内

電
話
○
五
八
六
八
九
’
一
二
○
一
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一
月
例
会
平
成
三
年
一
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
新
館
階
段
教
室

一
横
浜
医
学
史
細
見
中
西
淳
朗

一
巣
鴨
病
院
看
護
長
清
水
耕
一
小
伝
ｌ
呉
改
革
を
さ
さ
え
た
人
ｌ

岡
田
靖
雄

二
月
例
会
平
成
三
年
二
月
二
十
三
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
買
静
濤
著
『
中
国
古
代
法
医
学
史
』
の
紹
介
滝
川
巌

一
木
簡
に
ゑ
ら
れ
る
「
医
史
学
」
的
記
述
に
つ
い
て
樋
口
誠
太
郎

三
月
例
会
平
成
三
年
三
月
二
十
三
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
ビ
デ
オ
鑑
賞
「
シ
雷
切
８
ｑ
島
原
ａ
旨
昌
。
普
侭
①
ご

ｚ
・
呂
・
切
○
・
」

一
長
崎
屋
の
移
転
片
桐
一
男

参
加
費
一
、
○
○
○
円
懇
親
会
費
七
、
五
○
○
円

宿
泊
費
（
朝
食
と
も
）
四
、
七
○
○
円

二
十
一
日
昼
食
費
一
、
五
○
○
円

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
事
務
局

例
会
記
録

振
替
口
座
番
号
大
阪
一
’
二
七
六
四
五

〒
訊
堺
市
新
金
岡
三
’
一
’
三
Ｔ
三
○
八

長
門
谷
洋
治
気
付
窓
○
七
一
三
’
五
一
’
七
二
六
一

樋
口
誠
太
郎

は
じ
め
に

平
城
京
跡
か
ら
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
、
こ
れ
に
よ
り
奈
良
時
代
の
人
び

と
の
生
活
や
職
制
・
官
制
な
ど
の
中
で
従
来
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
い

ろ
い
ろ
判
っ
て
き
て
、
出
土
木
簡
が
貴
重
な
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
る
『
木
簡
概
報
』
は
、
そ
の
手
が

か
り
と
し
て
各
方
面
か
ら
関
心
を
も
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
「
医
史
学
」
的
視
点
か
ら
整
理
し
見
な
お
し

て
い
く
と
い
う
作
業
は
、
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
私
は
そ
れ
を
テ
ー
マ
と

し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

今
回
テ
ー
マ
と
し
て
と
り
あ
げ
た
長
屋
王
は
、
奈
良
時
代
初
期
の
貴
人
で
、

政
治
的
に
も
重
要
な
人
物
で
、
そ
の
邸
宅
跡
が
特
定
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
約
十

万
点
に
も
お
よ
ぶ
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
で
、
当
時
の
最
上
層
と
も
い
え
る

貴
人
が
ど
の
様
な
生
活
を
し
て
い
た
か
が
判
る
貴
重
な
も
の
で
、
「
医
史
学
」

；
長
屋
王
家
跡
出
土
木
簡
に
見
る

奈
良
時
代
貴
人
の
医
と
食
生
活
へ
の
考
察

シ
ー
ボ
ル
ト
の
娘
イ
ネ
の
活
動
に
つ
い
て
高
橋
象
や
子

人
口
受
（
授
）
精
論
証
と
脳
死
臓
器
移
植
に
就
い
て
の
私
見

宮
田
十
寸
穂
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